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要 旨 
中国地方・ᅄ国地方を中心に⏒大な被害をもたら

した平成 30 年 7 月㇦雨では，国土地理院本院，国土

地理院のྛ地方測量部が連携して災害対応を実施し

た． 
中国地方測量部及びᅄ国地方測量部では，関係地

方行ᨻ機関への地理空間情報を提供するとඹに，職

員を派遣するなどしてフ࢛ローアッࣉを行った．こ

れら୧地方測量部の対応について報告する． 
 
1. ึືᑐᛂ 
中国地方測量部（以下「中国地測」という．）では

平成 30 年 7 月㇦雨にకい，7 月 6 日 21 時 35 分，中

国地測事務ᐊへの参㞟を開始し，以降災害に対応し

た．また，ᅄ国地方測量部（以下「ᅄ国地測」とい

う．）においても 7 月 7 日 12 時 15 分，ᅄ国地測事

務ᐊへの参㞟を開始し，以降災害に対応した． 
1.1 被⅏᝟ሗの཰㞟 

参㞟以降，発災初期のᩘ日間は，ྛ地の被害状況

が報道等でᚎࠎに伝えられる一方，これらの報道の

⟠ᡤが中国及びᅄ国地方を中心とした広範囲に及ࢇ

でおり，被害規模・範囲とも┦当大規模であること

が᝿像された． 
このため୧地方測量部では，中国地方整備局，ᅄ

国地方整備局，広ᓥ┴，ឡ፾┴，広ᓥ市やᏱ和ᓥ市

などへ被害状況の情報཰㞟を試みたものの，全ᐜの

把握が出来ないという状ែであった． 
このことから，中国地測，ᅄ国地測では，国土地

理院本院（以下「本院」という．）の企画部防災推進

ᐊ（以下「防災推進ᐊ」という．）と調整しながら，

ット，SNSࢿインター，ࣅレࢸ をはじめとしたྛ✀

の報道ෆᐜを元に被災情報の཰㞟を行い，得られた

ಶࠎの被災情報について，」ᩘの職員で分担し，被

災఩置の≉定を行った． 
その結果得られた情報を，「地理院࣐ッࢩࣉート」

（国土地理院，2019）に入力し，出力した KML と

ඹに防災推進ᐊᐄに送付し，院ෆ関係⪅でඹ有を行

った． 
཰㞟した被災情報について中国地測管ෆ分を地理

院地図上にᒎ開したᵝᏊを図-1 に示す． 
 

 
 

図-1 ཰㞟した被⅏᝟ሗࢆ地⌮㝔地図ୖに表♧したᵝᏊ 
 

2. 地⌮空㛫᝟ሗのᥦ౪ 
 中国地測，ᅄ国地測では，垂直写真や正射画像，

正射写真地図及び写真ุㄞ図等を電Ꮚ፹体，大ุ出

力図などの形ᘧで関係機関（国，┴，市町など）へ

提供した． 
また，初回提供時には，全機関に直᥋出向いてྛࠎ

資料を手Ώし，ྛ資料のᴫ要ㄝ明と使用方法，㜀ぴ

方法などのㄝ明をేせて行うことで，ྛ機関におい

て活用しやすい⎔ቃづくりにດめた． 

 
2.1 中ᅜ地測における地⌮空㛫᝟ሗᥦ౪状況 
発災初期には関係機関から緊急撮影がᚲ要となる

被災情報がなかったため，国土地理院が」ᩘの撮影

地区とྛࠎの撮影範囲を決め，国土地理院が決めた

ඃඛ㡰఩で緊急撮影を実施した．中国地測職員は，

撮影地区ẖに撮影結果の処理状況（本院処理῭の写

真データ格⣡状況）を㏲ḟ☜ㄆし，処理の完了した

フ࢓イルから，中国地測のෆ部ඹ有ࢧーࣂにイント

ラࢿット⤒⏤でコピー，保Ꮡした．その後，それら

コピーが完了したフ࢓イルを撮影地区༢఩及び行ᨻ

༢఩ࡈとに௙分けし，DVD へ」〇した． 
DVD への」〇は，垂直写真（撮影地区ẖ），正射

画像（撮影地区ẖ，市町ẖの 2 ✀㢮）の本院から中

国地測ෆのඹ有デ࢕スクへの保Ꮡが完了したタイ࣑

ンࢢでその㒔度行った．」〇にかかった時間は
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DVD1 ᯛあたり，ᩘ༑分で終わるෆᐜもあったが多

くは 1 時間近くかかった．提供機関ᩘが多かったこ

と，時間がかかることから中国地測職員⥲出で分担

して」〇を行った．これら」〇した DVD は合計約

ᩘ 600 ᯛに及ࢇだ． 
また，罹災証明用として被災前の空中写真につい

ても，本院からの送付を受けて行ᨻ༢఩ẖに区分け

し，外付け HDD へ」〇した． 
完成した DVD，外付け HDD は，地方測量部職員

が手分けしてྛ機関に手Ώしでᒆけ，その際に具体

的な使用方法，㜀ぴ方法を中心とした使用方法のㄝ

明を行い，ᚲ要に応じて，ࢧンࣉル出力図もᣢ参し

た． 
おᒆけする際には，公ඹ交㏻機関，道路に不㏻区

間があった影響で㏻常より多くの時間がかかり，㏻

常 1 時間程度で行くとこࢁであっても 3 時間かかる

場合もあった． 

 

2.1.1 㛵ಀ機㛵࡬の空中写真データࣝ࢖࢓ࣇᥦ౪ 
空中写真データフ࢓イルのヲ⣽はḟのとおりであ

る．ྛ地区に垂直写真，正射画像があり，更にその

イルがある．表-1࢓にప解像度，高解像度フࠎྛ に

イル࢓イルᐜ量をᴫ⟬でグしてある．フ࢓のフࠎྛ

ᐜ量は，⥲ᐜ量で約 330GB（ࣂ࢞ࢠイト）である．

ྛ機関への提供はこれらをᴫね 4GB ẖに DVD に」

〇して行った．また，中国地測から管ෆ 26 機関へྛ

✀の地理空間情報を提供した． 
 
表-1 ᥦ౪した空中写真データࣝ࢖࢓ࣇのᐜ量 

地区ྡ 撮影᭶᪥ ෆᐜ ᴫ⟬⥲ᐜ量 
ձ㧗ᱱᕝ 7/9 ᆶ┤写真 7GB 

7/9 正射画像 1GB 
7/11 ᆶ┤写真 4GB 
7/11 正射画像 1GB 
7/12 ᆶ┤写真 22GB 
7/12 正射画像 4GB 

ղᗈᓥᆏ⏫ 7/9 ᆶ┤写真 17GB 
7/11 ᆶ┤写真 34GB 

7/9,11 正射画真 6GB 
ճ➉ཎ୕ཎ 7/10 ᆶ┤写真 16GB 

7/11 ᆶ┤写真 13GB 
7/12 ᆶ┤写真 19GB 

7/10,11,12 正射画像 4GB 
մ࿋東部 7/13 ᆶ┤写真 16GB 

7/13 正射画像 2GB 
7/15 ᆶ┤写真 13GB 

7/15 正射画像 2GB 
յ୕ཎᑿ道 7/13 ᆶ┤写真 19GB 

7/13 正射画像 1GB 
7/15 ᆶ┤写真 8GB 
7/16 ᆶ┤写真 8GB 

7/15,7/16 正射画像 3GB 
ն୕ཎ北部 7/15 ᆶ┤写真 5GB 

7/15 正射画像 1GB 
շ東ᗈᓥ 7/10 ᆶ┤写真 4GB 

7/11 ᆶ┤写真 20GB 
7/14 ᆶ┤写真 22GB 

7/10,11,14 正射画像 6GB 
ո⚟山東部 7/13 ᆶ┤写真 11GB 

7/16 ᆶ┤写真 8GB 
7/13,16 正射画像 2GB 

չ⚟山北部 7/18 ᆶ┤写真 15GB 
7/18 正射画像 3GB 

պỤ⏣ᓥ 7/16 ᆶ┤写真 2GB 
7/16 正射画像 200KB 
7/16 状況写真 3GB 

ջᒾᅜ 7/19 ᆶ┤写真 9GB 
7/19 正射画像 2GB 

 
2.1.2 㛵ಀ機㛵࡬ᥦ౪した地⌮空㛫᝟ሗ（空中写真

௨እ） 
空中写真データフ࢓イル以外で関係機関へ提供し

た地理空間情報とᴫ⟬のフ࢓イルᐜ量は 表-2 のと

おりである（ࢧンࣉルを図-3～図-8 に示す．）． 
 
表-2 ᥦ౪した地⌮空㛫᝟ሗとᴫ⟬のࣝ࢖࢓ࣇのᐜ量 

 
 
 
 
 
 
 

ෆᐜ ᴫ⟬⥲ᐜ量 
⅏害ᑐ⟇図 5MB㹼2GB 

正射画像と地図ࢆ㔜ࡡた図 20MB㹼1GB 
デࢪタࣝᶆ㧗地ᙧ図 50MB㹼1GB 

崩壊地➼ศᕸ図と地図ࢆ㔜ࡡた図 100MB㹼500MB 
崩壊地➼ศᕸ図（正射画像） 300MB㹼500MB 

ᾐỈ᥎定ẁᙬ図 100MB 
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図-2 ྛ撮影地区（中ᅜ地測⟶ෆのࡳ表♧㸬図ෆのձ㹼ջのᩘᏐは㸪表-1 の地区ྡにෙし࡚࠶るᩘᏐにᑐᛂ） 
 
 

図-3 ᆶ┤写真の౛(7/9 撮影 JR ࿋⥺Ỉᑼ㥐௜㏆) 
 
 
 

図-4 ᆶ┤写真の౛(7/11 撮影 ᅜ道 2 ྕᗈᓥᕷ安ⱁ区中㔝 
東௜㏆) 
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図-5 ᗈᓥᕷ区ẖの⅏害ᑐ⟇図 (7/9 ᗈᓥᕷ࡬ᥦ౪) 
 

図-6 正射画像と地図ࢆ㔜ࡡた図(7/9㹼7/11 撮影 ⇃㔝⏫) 

図-7 崩壊地➼ศᕸ図と地図ࢆ㔜ࡡた図 
 

図-8 ᾐỈ᥎定ẁᙬ図 
 
2.1.3 被⅏๓の空中写真 
 被災ྛ市町に対し，国土地理院が保有する被災前

の最新の空中写真を行ᨻ༢఩ẖに௙分けし，被災後

の空中写真とࢭットで外付け HDD に」〇して，提

供し，同時にෆᐜと用途についてㄝ明を行った．表

-3 に，提供した被災前の空中写真の⥲ᐜ量を示す． 
 

表-3 ᥦ౪した被⅏๓の空中写真の⥲ᐜ量 
撮影ᖺᗘ ෆᐜ ᴫ⟬⥲ᐜ量 

2007㹼2016 ᆶ┤写真 200GB 
2007㹼2016 正射画像 90GB 

 
 以上，中国地測から管ෆ 26 機関へ提供した地理

空間情報をᕳᮎ資料 1 として示す． 
 
2.1.4 ⅏害ᑐᛂࢢࣥࣜ࢔ࣄのᐇ᪋ 
 防災推進ᐊとの協力の下で，空中写真をはじめと

する地理空間情報を提供した全機関に対し，⪺き取

り調査を行った．୺な⪺き取りෆᐜは，国土地理院

が提供した地理空間情報が，提供ඛ機関においてど

のように災害対応に役立ったか，また国土地理院の

災害対応活動についての意見・要望などである． 
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調査は，事前に作成した⪺き取り調査⚊を元に，

中国地測職員が管ෆの全提供機関に直᥋ゼၥして⪺

き取りを行った．⪺き取りの際には，図-9，図-10 の

ような資料を用意して，地理院地図でも公表してお

り，かつ，ྛ機関の防災❆ཱྀにも高解像度，ప解像

度含めて，空中写真を提供῭みであること，ྛ機関

ではどのように使ったのか，あるいは使えるࢽーズ

があるのかについて，ㄝ明と⪺き取りを行った． 

図-9 ⅏害ᑐᛂࢢࣥࣜ࢔ࣄの㝿㸪ㄝ᫂に用࠸た㈨ᩱ 
 

図-10 ⅏害ᑐᛂࢢࣥࣜ࢔ࣄの㝿㸪ㄝ᫂に用࠸た㈨ᩱ 
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⪺き取り調査は全 26 機関と連絡・調整を取りな

がら，┦手方の負担にならないように配៖しつつ 10
月から開始し，⩣年 2 月までに行った．  
全体のഴ向として，発災後の初期対応の段㝵では，

被災地の被災状況の把握のために㜀ぴしていること

が多かった．そのため，空中写真の画㉁はప解像度

のもので༑分であり，発災直後において高解像度の

空中写真のࢽーズは高くないことが分かった．ప解

像度の空中写真であれࡤ，地理院地図で㜀ぴ出来る

ෆᐜでᴫね用が足りており，実際，ྛ機関の職員も

地理院地図で被災状況を㜀ぴしていると⟅えたケー

スが多かった． 
初期対応がⴠち着いてきた段㝵で，災害査定の資

料として高解像度の空中写真のࢽーズがあることが

わかった．同時に，地上画素寸法 20cm で災害査定

用には༑分な解像度を有していること，実際に災害

査定に使用されていたことも分かった．  
また，災害対応ࣄアリンࢢの୺な活用状況として

ḟのようなものがᣲげられた． 
 
・地理空間情報提供のタイ࣑ンࢢは㐺切であった

（約 80%） 
・提供した空中写真データを利用した（約 50%） 
・提供した土◁崩壊分布図，ᾐ水推定段ᙬ図などを 

利用した（約 40%） 
・国土地理院の࣍ームページで公開した情報を災害 
対応に利用した（約 60%） 

・災害対応の実ാ対応として GIS を用いた場面があ 
った（約 55%） 

・提供した地理空間情報を他の情報と組み合わせた  
地図や資料を作成した（約 45%） 

 
以上のことから༙ᩘ以上の機関が，ఱらかの形で

提供した地理空間情報，࣍ームページでの公開情報 
などを災害対応で利用したことが☜ㄆできた． 
一方，提供した写真データを使用した๭合が約

50%にとどまった．使わなかった理⏤として，比㍑

的多かった意見は地理院地図（現地でス࣐ートフ࢛

ンでの利用を含む）から見たのでᨵめて利用するᚲ

要がなかったとの回⟅であった．その他，水が引い

た後の写真ではᾐ水範囲情報が得られなかったとい

う回⟅があった．また，国土地理院の災害前の写真

は⮬機関で保有する写真や民間ウ࢙ブ地図と比㍑し

てྂく使えなかったという回⟅があった． 
緊急撮影における一眼レフカメラの導入がすでに

始まっているが，このカメラを使ったデータᐜ量の

軽量化写真の導入とేせ，提供ෆᐜや提供方法につ

いて，関係機関へのࢽーズに応えられるようにᨵ良

を図っていくᚲ要がある．また,地理院地図に被災後

の空中写真等の地理空間情報をᥖ載したタイ࣑ンࢢ

で,市町村等の防災担当⪅を㏻じて全職員に㜀ぴࢧ

イトの URL をグ載したメールを配ಙしてもらうよ

うにするなど,利用ಁ進を図るᚲ要がある． 
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表-4 ⅏害᫬にᅜᅵ地⌮㝔ࡀᥦ౪ࡍる（被⅏地の緊急撮影）空中写真の用㏵ 
౑用用㏵（ࢽーࢬのෆᐜ） ౑用ᐇ⦼࣭部⨫ 
被⅏状況把握 
（写真➼による⌧地の被⅏ᴫ況☜ㄆ㸪把握➼） 

࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭⛯ົ࣭㈨⏘⛯ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 
࣭Ἑᕝ㜵⅏ 
࣭㎰ᯘỈ⏘ 
࣭ୖୗỈ道 
࣭㧗㱋⪅ᨭ᥼࣭㞀害⪅ᨭ᥼ 
࣭ᩍ⫱ጤဨ఍ 
࣭㆙ᐹ 

⌧地౑用 
（被⅏⌧地にᣢࡕ㎸࡛ࢇの౑用） 
 

࣭⛯ົ࣭㈨⏘⛯ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 
࣭㎰ᯘỈ⏘ 
࣭ᾘ㜵 

⨯⅏ド᫂ ࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭⛯ົ࣭㈨⏘⛯ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 

ῶච⏦ㄳ ࣭⛯ົ࣭㈨⏘⛯ 
⅏害ᰝ定 
（ᰝ定ᮏ㈨ᩱ㸪ཧ⪃㈨ᩱ㸪ᡭᣢ㈨ᩱ➼） 

࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭⛯ົ࣭㈨⏘⛯ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 
࣭Ἑᕝ㜵⅏ 
࣭㎰ᯘỈ⏘ 
࣭ᗫᲠ≀ฎ⌮ 
࣭ᩍ⫱ጤဨ఍ 

㈨ᩱసᡂ㸪ㄝ᫂㈨ᩱ➼㸪ᗈሗ➼ ࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 
࣭Ἑᕝ㜵⅏ 
࣭㎰ᯘỈ⏘ 
࣭ᗈሗ 

ゎᯒ ࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭ᘓ設࣭㒔ᕷィ画 
࣭Ἑᕝ㜵⅏ 
࣭⎔ቃ 

㜵⅏カ⦎ ࣭㜵⅏❆ཱྀ 
࣭㆙ᐹ 

㜵⅏ᩍ⫱ ࣭ᩍ⫱ጤဨ఍ 
㑊㞴ᡤ࡬のᥖ♧ ࣭㧗㱋⪅ᨭ᥼࣭㞀害⪅ᨭ᥼ 
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2.2 ᅄᅜ地測における地⌮空㛫᝟ሗᥦ౪状況 
 7 月 8 日，ᅄ国地方整備局に空中写真撮影の要望

を☜ㄆし，ឡ፾┴大Ὢ地区（⫰川ὶ域），Ᏹ和ᓥ地区

（国道 56 ྕ）他の要望を防災推進ᐊに報告した． 
撮影は，పᒙ雲の影響によりᘏ期が⥆き，7 月 11

日に完了した．7 月 18 日には，㏣加撮影要望のあっ

た⫰川地区（⫰川下ὶ域）の撮影を行った．    
ྛ機関をゼၥして，垂直写真のデータ，正射画像

のデータ，正射画像の大ุ༳ๅ図，地形図の༳ๅ図

をᅄ国地方整備局，ឡ፾┴，大Ὢ市，西予市，Ᏹ和

ᓥ市，および撮影地区に一部地域が含まれた市町（ඵ

ᖭ὾市，ෆᏊ町，ឡ༡町）に提供した．その際，地

理空間情報の利用方法をㄝ明し，国土地理院࣍ーム

ページでの公開を⤂௓した． 
ᅄ国地測から提供した୺な情報は，ᕳᮎ資料 2 の

とおりである（ࢧンࣉルを図-12～図-14 に示す．）． 
  
2.2.1 ⅏害ᑐᛂࢢࣥࣜ࢔ࣄㄪᰝのᐇ᪋ 
ᅄ国地測においても，地理空間情報提供を提供し

た 8 機関に対し，提供の時期と方法，利用の状況，

ඹ有の状況について，対面によるࣄアリンࢢ調査を

実施した． 
調査では，以下の意見があった． 

・提供の時期は㐺切であった． 
・データを格⣡した HDD は，ࣗ࢟ࢭリ࢕ࢸ上利用  

できない場合があるため，DVD での提供が良い． 
・国土地理院から地理空間情報を提供されることを 

初めて▱った． 
・正射画像を市 GIS に搭載して利用した． 
・罹災証明発行の資料として利用できることを初め 

て▱った． 
・提供した情報は，関係部署間でඹ有した． 
・高解像度の写真は，ࢯࣃコンの性能によって開く 
ことができないことがある． 

 
 
 

 
図-11 撮影⠊ᅖ（ᅄᅜ地方） 

 

 
図-12 ᾐỈ᥎定ẁᙬ図（⫰ᕝ） 

 

 
図-13 正射画像༳ๅ図（኱Ὢᕷ） 
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図-14 崩壊地➼ศᕸ図（ࣛࣥ࢖） 
 
3. ㄢ㢟 
 災害対応ࣄアリンࢢの実施結果から，提供時にྛ

機関へ提供した地理空間情報のㄝ明を行っているに

も関わらࡎ，機関ෆྛ部署でのඹ有がうまく行って

いない，あるいは༑分に活用されていないとឤじら

れるケースがあった．地方⮬἞体での初動対応時に

地理空間情報を有効に活用するために，平時からの

訓練が重要である．今後は日㡭から機会をᤊえて連

携していくことがồめられる． 
 
 とめࡲ .4

中国地測，ᅄ国地測ඹに，管ෆで発生した今回の

災害対応においてྛ地方整備局や被災⮬἞体等へྛ

✀地理空間情報を提供した他，どのように役だった

かなどについての調査を行った． 
この調査結果などを元に，今後とも関係機関にと

ってᚲ要な地理空間情報を迅速に提供できるようດ

めていきたい． 
 

（公開日：令和元年 12 月 27 日） 
 
 

 

ཧ ⪃ ᩥ ⊩ 

国土地理院（2019）：「地理院࣐ッࢩࣉート」ࢲウンロードページ，http://renkei2.gsi.go.jp/renkei/130326 
mapsh_gijutu/index.html (accessed 19 Nov. 2019)． 
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